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研究成果の概要： 
可換環 k 上の線型圏に関する，群の自由作用を仮定しない，一般的な被覆理論を作り，導来同

値のための被覆理論を精密化した．その応用として，2 つの圏 R,S に群 G が作用するとき，R
に対する G 安定な傾部分圏 E が存在して，E と S の間に弱 G 同変な圏同値があれば，R と S
は導来同値になることを証明した．さらにこの被覆理論を深化させ Cohen-Montgomery 双対

性の圏論的一般化を行った．また，domestic 標準多元環による単純リー代数の実現を精密化し，

論文の初版の誤りを根本的に正して実現を完成させた． 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 900,000 0 900,000 

2006 年度 800,000 0 800,000 

2007 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2008 年度 800,000 240,000 1,040,000 

総 計 3,300,000 480,000 3,780,000 
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１．研究開始当初の背景 
有限表現型の自己入射多元環のクラスと，樹
木型遺伝多元環に導来同値な多元環の歪多
重拡大として得られる自己入射多元環のク
ラスの導来同値分類が完成していた．そのと
き用いていた導来同値のための被覆理論で
は，考える圏 R の対象がすべて互いに非同型
で自己準同型間が局所環でなければならず，
R への群 G の作用，およびその作用から導か
れる有限生成射影 R 加群の有界ホモトピー
圏（の同型類）への G の作用が，ともに自由

であることが必要とされていた．これは応用
上障害となっていた．また，domestic 標準多
元環を用いて単純リー代数の実現を行って
いた．（後にその論文の初版に誤りが見つか
った．） 
 
２．研究の目的 
(1) 代数的閉体上の大域次元有限の多元環か
ら，その反復圏の巡回自己同型群による軌道
圏の形で得られる，自己入射代数のクラスを，
導来同値のもとで分類しその不変量を明ら
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かにすること． 
(2) 有限体上の有限次元結合代数 A の整ホー
ル代数から構成される複素組成退化リー代
数の剰余代数の形で単純リー代数，アフィ
ン・リー代数を実現すること．また，それら
の包絡代数およびその量子化を，リンゲル・
ホール代数をもちいて実現することを目指
す．さらに，これらが A の導来同値のもとで
の不変量であるかどうか調べる． 
 
３．研究の方法 
(1) 大域次元有限の多元環A,Bによる反復圏

の軌道圏として表される多元環R,Sに対して，

それらが導来同値であることを，導来同値の

ための被覆理論を用いてA,Bの導来同値から

導く，という方法を用いる．大域次元有限の

多元環として，樹木遺伝代数に導来同値な代

数をとり，反復圏の巡回自己同型群の生成元

として，一般のrigid自己同型と中山自己同型

の冪の積になっているものを考え，このクラ

スを導来同値のもとで分類する．できれば中

山自己同型の冪根を生成元とする場合につい

ても分類する． 
(2) domestic 標準多元環による単純リー代数
の実現の議論の精密化を行い，そのホール代
数および組成部分代数が，考えているリー代
数の普遍包絡代数になるための条件を調べ
る．また，多元環からホール代数を用いて構
成されたリー代数が，多元環の導来同値のも
とでの不変量となっているかどうかを調べ
るために，有界導来圏のシフトによる軌道圏
から構成したリー代数と，多元環からホール
代数を用いて普通に構成されるリー代数と
の関係を調べる． 
 
４．研究成果 
(1) 可換環 k 上の線型圏に関する，群の自由
作用を仮定しない，一般的な圏の被覆理論を
作り，導来同値のための被覆理論を精密化し
た．これにより，これまで使用範囲の限られ
ていた圏の被覆理論を幅広く使えるように
なった．応用として，2 つの圏 R,S に群 G が
作用するとき，R に対する G 安定な傾部分圏
E が存在して，E と S の間に弱 G 同変な圏同
値があれば，R と S は導来同値になることを
証明した．これは今後，導来同値分類を遂行
するためのより強力な道具として用いるこ
とになる．さらに，実際に応用するために，
軌道圏をクイバーと関係式で計算する方法
を与えた．また，軌道圏をとる操作と，スマ
ッシュ積をとる操作を圏からなる圏の間の

弱 圏 同 値 に 拡 張 し た ． こ れ は ，
Cohen-Montgomery 双対性の圏論的一般化
を与える．１つの応用として，圏の自己同値
で生成される巡回群による軌道圏の構成を，
余極限軌道圏の構成によって正当化した．こ
れは直接にクラスター圏の構成に適用され
る．さらに，被覆する圏と被覆される圏の加
群圏を互いに他で記述した．これら双対性と
加群圏の記述の結果には従来，群の自由作用
の仮定が必要とされていたが．本研究ではこ
の確かめにくい仮定を取り除いた．上の双対
性の結果は今後さらに 2-圏の同値にまで拡
張され，より広い応用を持つものと期待され
る． 
(2) domestic 標準多元環による単純リー代数
の実現の議論を精密化し，ガブリエル・ロイ
ター部分加群の概念を用いて，研究代表者に
よる論文の初版の誤りを根本的に正し，実現
を完成させた．ガブリエル・ロイター部分加
群を用いる方法は独自のものであり，この概
念のより広い応用が期待される． 
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